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研究成果の概要（和文）： 日米独韓の大学生の職業的資質（職業基礎力と職業観）の形成に関して、2013年と
2015年の2時点（初年次と3年次）の縦断分析を比較分析を行った。
　一部の因子尺度を除き、職業基礎力はどの国の学生の場合も向上するのに対して、職業観はむしろ後退する。
国比較では、ドイツの学生の語学力、技術力、アメリカの学生の仕事マネジメント力が他より高く、日本の学生
はほぼすべての尺度で低くなっている。教育的要因との関連では、ドイツやアメリカの学生の学修努力、ボラン
ティア活動経験が目立つのに対して、日本の学生はアルバイト中心の生活になっている。インターンシップに関
しては、経験率との関係で効果が確認できなかった。

研究成果の概要（英文）：We calified the factor structural changes of students' vocational 
competencies and influences of career and educative activities on them through a few longitudina- 
follow up questionnaire studies between 2013 and 2015 in Japan, the USA, Germany and South Korea.
Generally,  contrastively to the developments of vocational basic abilities, vocational values 
withdrew in these two years. In the comparioson among countries, German students show strong 
tendencies in the factor sclaes "Language skills" and "Technical skills" and American students are 
also higher in the scale "Job management skill" than other students. Japanese students are higher in
 "Self-realization orientation" and "communication skills", but they seem to rely on their life 
styles of part-time job centered.        

研究分野：比較キャリア形成

キーワード： 職業基礎力　職業観　国際比較　縦断分析
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１．研究開始当初の背景 
高等教育段階の学生の職業的資質(職業能
力、職業・仕事観から構成されるものとする)
の形成に関する問題は、2010 年の大学設置基
準改訂により「社会的・職業的自立のための
キャリアガイダンス」の実施が義務づけられ
て以降、議論の段階から実践の段階に移行し
ていた。 
しかし、研究の分野では、この職業的資質
形成の問題は一方で学校と職業の関連メカ
ニズムの側面が、他方で「社会人基礎力」「就
職基礎力」「学士力」「基礎的・汎用的能力」
など形式陶冶的なジェネリックスキルの側
面が強調され、高等教育の主課題である専門
教育や職業教育、学生自身の学修・生活活動
に即した研究に十分焦点が当てられていな
かった。 
 
２．研究の目的 
そこで、総合大学生と専門・職業大学生に
関して、彼・彼女らの職業選択や職業観の形
成過程だけでなく、職業的能力の獲得過程に
も焦点をあて、それらトータルな職業的資質
形成過程の内部関連構造の変容を専門学修
やアルバイトなどの生活活動の役割(教育的
促進要因)との関連で実証的に明らかにする
ことを目的とした。併せて、各国における職
業的資質形成のための諸活動の役割、関連構
造の比較特性を明らかにし、我が国の高等教
育段階の専門教育・職業教育及びそれと就業
生活との関連のあり方を照射することを企
図した。 
 
３．研究の方法 
(1)第 1 に、短期高等教育機関の学生と 4 年
制の大学生に分けて、希望職業、職業観(職
業を選ぶ基準)、専門学修の履修・達成状況、
職業資格や各種能力検定の取得状況、企業等
での実習、課外活動、アルバイト経験、職業
能力の水準(実行可能な仕事・その水準、職
業的能力・基礎力に対する自己評価)などに
関して、初年次と１ないし 2年後の縦断アン
ケート調査を行い、それらの変化・発達、そ
の要因を明らかにしようとした。 
(2)第 2 に、上記の調査協力学生から若干名
を抽出し、質的調査（聞き取り調査）を行っ
た。定量的調査では見えない個々人の生活活
動(時間記録)により、職業選択や職業観、職
業能力獲得状況、その背景要因について因果
分析を行う。専門学修とアルバイト等の就労
経験に焦点をあてた。 
(3)第 3 に(1)の統計的データと(2)の質的デ
ータを国別、出身高校の学科別、学部別、性
別、時間軸別などの視点から分類・比較を行
った。そのことを通して、おもに国別の大学
の課程と学生の生活活動の持つ意味の違い、
共通性を明らかにすることを試みた。 
 
４．研究成果 
 比較縦断分析に限って主な結果を示す。ま

ず、職業系学生の 2013 年調査と 2014 年調査
の比較縦断研究では、第 2次調査の集計に間
に合わなかったアメリカ、日米韓の専門大
学・職業系短期大学に相当する機関が存在し
ないドイツを除き、日本（1 短期大学、1 専
門学校）と韓国（1 専門大学）の 3 機関の学
生の分析を行った。その結果、職業基礎力因
子として、仕事マネジメント力、語学・情報 
処理力、身体運動力、技術力、コミュニケー
ション力の 5因子、職業観因子としてはキャ
リア自己実現志向、安定・金銭志向、社会・
貢献志向、職人・趣味志向の 4因子が抽出さ
れた。職業基礎的の面では日韓 3 機関とも 1
年間の間向上的評価が有意に高まっている。
他方職業観ではキャリア・自己実現志向を除
くと有意に低下している。国・機関別比較で
は、日本の短大生（N=100）＜専門学校生
（N=117）＜韓国の専門大学生(N=125)という
関係が確認された。 
2013 年と 2015 年の 4 年制学生の縦断分析
では、1 回目調査の参加者（888 名）を大量
に失うことになったが、170 名（日本 N=37、
韓国 N=45、アメリカ N=57、ドイツ N=31）の
2 時点データを同定できた。分析の結果、職
業基礎力因子、職業観因子とも職業系学生の
場合とほぼ同様の因子、因子構造が見られた。
また同様に、職業観因子の得点がアメリカの
学生を除き、日本、韓国、ドイツの 3か国の
学生共通に低下していること、他方職業基礎
力因子では技術力と身体運動力を除けば他
の３因子で共通に向上傾向が見られること、
とくに仕事マネジメント力でアメリカの学
生、語学力でドイツの学生、コミュニケーシ
ョン力でアメリカと日本の学生が有意に高
くなっていることが明らかになった。 
研究の中心課題であったそれら基礎力、職
業観と専門学修や各種のキャリア経験との
関連分析（分散分析）では、アルバイト経験
（「以前していた」という経験（4か国全体）
が仕事マネジメント力の向上に、専門学修の
努力（「努力している」「やや努力している」）
がドイツの学生の語学力の向上に、またアル
バイト経験（「している」）がアメリカの学生
のコミュニケーション力の向上に、さらにボ
ランティア活動の経験（「している」）がコミ
ュニケーション力の向上に、それぞれ有意に
作用したことがわかった。肝心のインターン
シップ経験はドイツを除くとどの国の学生
においても経験率がきわめて低く、明確な傾
向を見いだせなかった。今回の縦断調査の１
つの課題として残った事柄である。 
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